
平成記念美術館ギャラリー　地下1階大会議室
参加費：2000円 / 鑑賞のみ：入場無料、出入自由

企画 :諸岡亜侑未（箱庭プロジェクト）/ 藤中康輝（Oku Project）　ゲスト: 清水将吾（哲学博士）

2025.  10.17 fri       10.18 sat    13:00   15:00 / 15:00  17:00



　
心
理
療
法
で
も
使
わ
れ
る
「
箱
庭
」
で
は
、
内

側
が
青
い
木
箱
の
中
に
、
砂
と
玩
具
や
オ
ブ
ジ
ェ

を
入
れ
て
箱
庭
を
作
り
ま
す
。
人
や
動
物
、木
、家
、

車
、
飛
行
機
な
ど
、
人
形
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
よ
く

用
い
ら
れ
、
具
体
的
な
モ
チ
ー
フ
を
模
っ
た
物
が

使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
物
語
性
を
帯
び
て
見
え
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
一
方
、
芸
術
実
践
で
あ
る
「
お
く
」
は
、
身
の

回
り
の
あ
ら
ゆ
る
物
を
置
く
こ
と
で
作
品
を
作
り

ま
す
。
お
皿
や
ビ
ン
、
定
規
、
紐
、
ク
リ
ッ
プ
な

ど
の
日
用
品
が
、
複
数
の
制
作
者
に
よ
っ
て
再
解

釈
さ
れ
、
意
味
や
機
能
の
不
確
か
な
正
体
不
明
な

物
々
と
し
て
現
れ
ま
す
。

　「
箱
庭
」
と
「
お
く
」
は
決
め
ら
れ
た
場
に
物
を

置
く
と
い
う
点
で
よ
く
似
て
い
ま
す
が
、
そ
の
特

性
は
異
な
り
ま
す
。
モ
チ
ー
フ
の
意
味
に
よ
っ
て

物
語
性
が
強
く
現
れ
る
「
箱
庭
」
と
、
複
数
人
が

関
わ
る
こ
と
で
物
と
意
味
の
つ
な
が
り
を
不
安
定

に
す
る
「
お
く
」。

　
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は「
箱
庭
」と「
お
く
」

を
連
続
し
て
体
験
し
、
物
体
と
物
語
の
せ
め
ぎ
あ

い
の
中
で
、
行
為
の
類
似
を
手
が
か
り
に
、
価
値

観
の
境
界
を
ゆ
ら
し
な
が
ら
考
え
を
巡
ら
せ
て
い

き
ま
す
。
期
間
中
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
諸
岡
亜
侑

未
と
藤
中
康
輝
（O

ku Project

）
の
ほ
か
、
哲

学
者
の
清
水
将
吾
さ
ん
が
在
廊
し
、
対
話
を
通
し

て
思
考
と
体
験
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

企
画
：
諸
岡
亜
侑
未
（
箱
庭
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
　
　
藤
中
康
輝
（O

ku Project

）

ゲ
ス
ト
：
清
水
将
吾
（
哲
学
博
士
）

お
問
い
合
わ
せ
：m
orooka.aym

@
gm
ail.com

開催日程
2025 年 10 月 17日　13:00 - 15:00 / 15:00 -17:00
 10 月 18日　13:00 - 15:00 / 15:00 -17:00

ワークショップに参加する
参加費 : 1 人 2000 円  /  時間 : 1 回 2時間程（要予約）
ワークショップに参加される場合はWEBサイト（QR参照）にてイベン
ト詳細をご確認いただいた上、お申し込みをお願いいたします。

ワークショップを鑑賞する
入場無料・予約不要     イベント開催中は自由に出入りできます。

会場
〒156-0053   東京都世田谷区桜 3-25-4　平成記念美術館ギャラリー  地下 1階大会議室 
* 地下１階まではエレベーターがございません。階段のみとなりますことをご了承ください。

箱庭プロジェクト
心理療法の一手段として使われる「箱庭」を借用し、様々な人と多様な方法で箱庭を制
作しながら、表現するという行為について、またそこに伴う心理的な過程を探っていく
プロジェクト。諸岡亜侑未主催。

おく
“2人以上の人が交互にものを置く”ことで作品を作る実践。既製品彫刻の共作や即興演劇、
ボードゲームのようにも見えるこの実践は、ルールによって環境や物や行為から意味を引
き出す試みを誘発し、同時に機能不全を起こすことで、思いがけない作品を立ち上げるこ
とを目指している。クリエイティブユニットOku Project によって2017年に開始。

清水将吾
哲学博士。多摩美術大学リベラルアーツセンター准教授。哲学を研究しながら、対話の
活動も行っている。著書に、『左右を哲学する』（2024年）、『大いなる夜の物語』（2020年）
がある（ともに、ぷねうま舎）。


